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進路が内定したときから、“社会人としての新生活”を意識しましょう。『ビジネスマナー』は人間関係 

の基本。来年の４月を待つことなく、今のうちから、しっかりと実践しましょう。  

    

 

 人間関係の構築   社会人としての生活の基盤は様々な状況での人間関係。円滑な人間関係 

は自らの積極的な行動によって築き上げていくもの。日頃からの<誠実な態度><謙虚な受け答え> 

<行き届いた心遣い>が肝心です。 

[３つのポイント] 

   ①普段の心掛け：「この人となら、いっしょに歩んで行くことができる」と思ってもらえるように、   

    より良い人間関係の構築を普段から心掛けましょう。 

   ②言葉遣い:人間関係の基本は“きちんとした言葉遣い”。相手に対して常に“尊敬の念”を抱き、 

しかるべき『敬語表現』を使いましょう。 

③距離感：相手と自分、お互いにとっての“適度の距離感”を保つことが良好な 

        関係をつくるためにはとても大切です。 

 

 
６カ月後、３年生の多くはそれぞれの職場で「社会人」としての扱いを受けることになります。 

今のうちに、「個人の力」と「社会で生きる力」をしっかりと身に付ける必要があります。その力が 

今後、社会で生きて行く上での力の源となります。 

  『挑戦』とは、自分が常日頃培っている力を試すことであり、さらなる高み 

への飛躍を目指すことです。 

巡ってきたチャンスを生かすことができるかどうかは、日頃から力を養って 

いるかどうかにかかっています。『挑戦』することで充実感・達成感を味わう 

ことができ、自分の人生をより豊かで美しいものにすることができるのです。 

   

    

[大きな大人になる] … ３年生の面接指導をしていて感じたこと  

問題を「自分で解決しよう」という強い気概が欠けているように思われ 

ました。そこそこ準備はするものの、仕上げは先生にお任せ状態。高み 

を目指して、「自分自身で最後までやり抜く」ところまでは至っていません。 

決して“小さな大人”にならないように！[大きな大人になる]ことを目指して困難に立ち向かい 

ましょう。できる限りの努力をして“成果”を楽しみに待つ。これが『人生』の喜び！ 

 



 

１年生・２年生は将来に向けて、どこまでも大きな「夢」を思い描きましょう。そして、その夢を実現 

するために、日々、たゆまぬ努力を重ねましょう。 

夢を思い描くだけで努力しないのでは、夢は決して現実のものにはなりません。 

なかなか思うように行かなくとも、決してあきらめないこと。現実に直面し、現実を 

しっかりと受け止め、一度や二度の失敗にくじけず努力を続けましょう。自分の 

夢から後退しないためには、<勉強・部活動>に強い気持ちで取り組むことが大事です。 

＜学習面＞でのポイント  

思考力・判断力・表現力・・・何においても、「基礎学力」が大きく物を言い 

ます。あくまで“日々の授業”を大切に！ 

 

  

 ２年生の皆さん  

２年生は間もなく、「インターンシップ」（就業体験）が控えています。希望職種・ 

希望企業について理解を深めるためのたいへん良い機会です。 

<<インターンシップの目的>> 

（１）実社会における実践的・即戦的な知識・技術を身に付ける。 

（２）学校で学んだ知識・技術と職場との関わりについて理解する。 

（３）働くことについて自分なりに考えてみる良い機会となり、進路選択の参考とする。 

（４）様々な世代の人たちとのコミュニケーション能力を高め、社会人としてのマナーを身に付ける。 

   

   学校が<基本> ― 職場が<応用> 

職場は学校とは全く別個の世界。しかし、学校で学んだ基礎知識・技能があって 

こそ、企業での応用が可能となります。 

 

             

   １年生の皆さん  

２学期の中盤を迎え、塙工業高校での生活にもすっかり慣れたことと思います。 

この時期、是非、進路決定に向けての大まかな見通しを立てましょう。そして、２年生・３年生それ 

ぞれの段階での適宜の軌道修正をしつつ、より良い進路選択を果たしましょう。 

 

次の＜２点＞、 この時期に是非、考えてみる必要があります。 

①将来、自分はどんな職業に就きたいのか。             

②その職業に就くためには、先ず、どうしなければならないのか。 

 

『１学年進路説明会』   10 月 26 日(金) 5・6 校時 

職業分野別説明会で、講師の方の説明に真剣に耳を傾けながら、「仕事内容」・「必要な資格」・ 

「適性」など、進路選択についての基礎知識をしっかり身に付けましょう。 


